
ウエストナイル ウイルス  
中央ヨ一口ツ／くにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検  
体中0．0鍋が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばuぱ検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血炸製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

JMedVir012008；  
80：557－563  

バベシア症  Blood2007：110（11． Partl）：853  米国コネチカット州での輸血によるBabesiamicrot感染の  

危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45直の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でB8besiamkro七感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920匝の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

蔦才汚仁王ジ ザ  ユーラシアおよび北米系続のH7型トリインフルエンザウイ  Proc NatJAcad Sd  
USA2008；105：  

7558－7563  
ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酪に対する親和性を高めたHAを保  

有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

ラクトビオン  米国、カナ  
ダ、オラン  
ダ、ニュー  
ジーランド  

乾燥郁‡胞堵葦癒そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン   

酸エリスロマ イシン  

読億儀南天  
免疫グロブ  
リン  

ヒト血液  米国  
砺；稽藤蕗葡‾ 膿炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  NEngtJMed2008：  

358：99ト998  が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ■性脈絡髄膜炎lこ関係する新規の  
アレナウイルネが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   
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トスピラ症の入院患者から分離さ  レプトスピラ症  コスタリカにおいて、レ   InfectGenetEvo1  

2008．doi：10．1016  れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、んenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

ヘパリンナト リウム  ブタ藤森旗…  
中国、フラン  

ス、米国、カ  
ナダ  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

人免疫グロブリン  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
乾燥濃縮人活性化プロテインC  
ヒスタミン加人免疫グロブリン製剤  
トロンビン  

乾燥スルホ化人免疫グロブリン  
人血清アルブミン  
乾燥ペプシン処理人免疫グロブリン  

初代腎臓培 養細胞  乾燥和服培養癒そうワクチ  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

ラクトアルブ  
ミン  

オーストラリ  
ア、米国、  
＿ヽ■  
＿ユ■ン■  

ランド、カナ  

ダ  

乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

石窟‾‾…‾‾‾  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
乾燥和渦曙葦痘そうワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

（ガ乾燥苛8胞堵零度そうワクチン  

②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  
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①乾燥細胞培養痘そうワクチン  
②沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
③沈降破傷風トキソイド  
④ジフテリア破傷風混合トキソイド  
⑤ジフテリアトキソイド  
⑥コレラワクチン  
⑦乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
⑧乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
⑨沈降精製百日せきジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
⑩破傷風トキソイド  

清療法研  
化学及血  究所  物、  

②～⑪製  
（》添加   造工程  

日本、米国  

ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

（り乾燥稽周培養痘そうワクチン  

②乾燥弱毒生凰しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

造工程・  
添加物、  
④製造工  
程  

ルリオクトコ  

グ アルファ  
（遺伝子組  

換え）  

該当なし  
チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞株  

ヘパリンカルシウム  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

ブラジル  
ヘモコアゲラーゼ  

ニュージー ランド、オー ストラリア  

ニュージー ランド、オー ストラリア  
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持田製薬  日本薬局方 ヘパリンナトリ  ウム注射液  ブタ腸粘膜  
日局 ヘパリ ンナトリウム  

フランス、デ  
ンマーク、ス  
ウェーデン、  
イギリス、ア  
イルランド   

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

有効成分  

ウシの肝臓  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

インド、オー  

ストラリア、 ニューソー ランド  
ピーフ／＼－  

インフュー  

ジョン  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

ウシ肉エキ  
ス   沈降精製百日せきジフテリア破傷風混㌧  

合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

骨、脂肪  

米国、オー  

ストラリア、  
ニューー  
ランド   

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
沈降破傷風トキソイド  
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物病研究  
阪大微生  A コ＝  

百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

帯繭藩‾‾●  

インフルエンザHAワクチン  

沈降新型インフルエンザワクチン  
（H5Nり  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  
‾‾  

王手繍毛髄  
性腺刺激ホ  
ルモン  

ヒト尿  中国  

7モ）㌃手刀ワジデP〕ち古蓮蔚藩‾‾‾‾‾‾‾…  

パルナパリ ンナトリウム  

インフリキシ  

マフ（遺伝子 組換え）  

ウシ蛋白加 水分解物  
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インフリキシマフ  （遺伝子租換え）  ウシ膵臓  インスリン  米国、カナ  

ダ、オースト  

ラリア、  
－ユ‾ン′‾  

ランド  

米国  

製造工程  

ウシ血清ア  
ルブミン  

ウシアポトラ ンスフェリン  

亨弓文盲髄‾ 腫由来細胞  
マウス骨髄腫  

ウシ肉水  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

カザミノアシ ド  ＿ユーーン′■ ランド、オー ストラリア   合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  
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ポリペプトン  
ニュージー ランド、中国  製造工程  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥痘そうワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

ウシの乳  

ラクトアルブ ミン水解物  ニュージー ランド、オー ストラリア  乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ウシ心臓透 析外液  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

三弓手ヴ薩葡 胞  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ブタ曽叩…‾‾●  テラーj方奮斎 国   

‘天ヲフジ…‾  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  
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乾燥弱毒生麻  しんワクチン  ブタ膵臓  アメリカ合衆  
国、カナダ  

製造工程  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

／くクトカジト ー′  

■        、■ ＿ユ‾ソー ランド、アメ リカ合衆国、 オーストラリ  
ア  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

沈降破傷風トキソイド ジフテリア破傷風混合トキソイド 乾燥破傷風ウマ抗毒素  

①乾燥弱毒生廃しんラララう‾‾‾■‾‾‾‾‾‾  

②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④日本脳炎ワクチン  
⑤乾燥日本脳炎ワクチン  
⑥乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチ  
ー′  

ウシ血清  
訂二箇テす‾  

リカ合衆国、  
＿ユ■■ンー  

ランド、オー  

ストラリア  

④、⑤  
＿ユ■■ンー・・・・・  

ランド  

ジーランド、  

オーストラリ  ⑥ニュー   ア  

アメリカ合衆 国、日本   

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

ウシ肝臓  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

215／260ページ   



ウマ血液  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン   
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

ウマ血清  

乾燥痘そうワクチン  

ち草ギ五首  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  

ち寺貰痩グ  
ロブリン  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

ブタゐ傷‾▼‾‖‾  中国  

ダルテパリ ンナトリウム  

イヌにおける自然接触の曝露による高病原性トリインフル  
エンザウイルス（H5Nl）の感染性を調べた。H5Nlウイルス  
を眼－▲咽喉接種したイヌは2日以内に樟膜炎および体温  
上昇を呈し、▲咽喉スワブからウイルスRNAが検出され  
た。しかし、接触したイヌやネコには感染しなかっ′た。感染  
したネコからイヌへの感染も起こらなかった。またH5Nlウ  
イルスに対し、ネコの方がイヌより感受性が高いことが示  
唆された。  

烏インフルエン  
ザ  

ニワトリの卵   
日本  全卵  

EmerglnfectDis  
2008：14：308－310  

至誠云街頭古事才首藤だ討手る嵩病面複Fヴ才ジラ冗王ジ  
ザのアウトブレイク中に養鶏場で採集された充血した蚊を  
RT－PCRで調べたところ、H5Nlウイルス陽性であり、H5お  
よぴNl断片のシークエンスにより確定された。このウイル  
スの感染性および複製はC6／36蚊細胞系で確認された。  
家畜や動物の血で充血した蚊を採集し検査することは  
H5Nlウイルスの拡大を調査するための有用な方法であ  
る。   

蔦才プチ7茄  
ザ  

Vector－borne  

Zoonotjc Dis2008：  

8：105－109  
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野生のアヒルを実験的にH5Nlウイルスに感染させたと  
ころ、キンクロハジロ、ユーラシアホシハジロおよぴマガモ  
は、コガモ、ユーラシアヒドリガモおよぴオカヨシガモより  
有意に多くウイルスを排泄することが明らかとなった。キ  
ンクロハジロだけでなくホシハジロも発病または死亡し  
た。野生のアヒル種、特にマガモはH5Nlウイルスの長距  
離宿主である可能性がある。  

鳥インフルエン ザ  EmergInfectDis  
2008：14：600－607  

′へ  
大韓民国におけるトリ起源の新しいイヌインフルエンザウ  
イルス（H3N2）分離株を実験的にイヌに感染させたところ、  

1汁からウイルスが排出され、血清転換し、発症した。ま  
た気管、気管支および細気管支上皮細胞で大王のトリイ  
ンフルエンザウイルス結合受容体（SAα2．3－gal痛く同定さ  

れ、家禽からイヌへのトリインフルエンザウイルス（H3N2）  

の直接伝播の可能性が示唆された。  

蔦才シガ仁王ジ ザ  EmerglnfectDjs  
2008：14：74卜746  

蔦才ミニヲ花王ジ ザ  
ユーラシアおよび北米系統のH7インフルエンザウイルス  

の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その結果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  

続のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  

し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  

7558－7563  

ルギー、ドイ  オランダ、ベ  ツ、ルクセン ブルク  
添加物  BSE  

JFood Prot2008： 71：802－806  

日本における21月齢より若いウシ由来の牛肉でのBSE感  
染性リスクと死骸成熟度スコアによって評価される米国  
からの牛肉におけるリスクとを比較した。日本政府は死骸  
成熟度スコアがA40以下のウシの牛肉の輸入を許可して  
いるが、A40以下のウシは21月齢未満であると推測され、  
両国でのBSE保有率が同等であるとすると、BSE感染性リ  
スクに差は見られなかった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

室葡宮前だ折るヲヴ芽う葡音読頑常吉諌葡だ斬首蕗‾  

輪である。牛由来材料または人血策材料を用いて生物製  
剤を製造する場合、プリオンによる製造原料の潜在的汚  
染の可能性が存在している。安全対策がより効率的・効  
果的であるために、さらに発症メカニズムの解析、高感度  
検出法の開発、除去・評価法の開発が必要である。   

PDAJoumalof  

GMP and Validation  

inJapan2007：9：  

32－41  
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フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
畜産技術2008年6 月号19－22頁  

PrPBSEの取り込みに関わる腸粘膜の細昭を同定するた  

め、ウシ腰上皮細胞株を樹立し、M細胞分化誘導系を確  
立した。この系を用いてM細胞がPrPSGを取り込むことを  
証明した。この結果から、PrPBSEが経口摂取によって感  
染するときに、膿の／くイエル板を覆うドーム部の上皮層に  
あるM細胞が関わることが強く推定された。  

ヘパリンナト リウム  ヘパリンナトリウム  
細菌感染  

富海古着薩葡6祈軒扁‾茄盲高書C誘こ砧；誠蒜㌻‾……  JHospInfect2008；  
69：398－401   cepaGiaの院内感染について原因を調査した。この病院で  

は開封したマルチドースヘパリンバイアルを4℃の冷蔵庫  

で保管し、空になるまで繰り返し使用していた。毎日調整  
される希釈ヘパリン溶液から同菌が検出され、感染源で  
あることが明らかとなった。不適当な薬剤の使用方法は  
避けるべきである。   

ワイル病治療血清  血清  

カザミノ酸  オーストラリ  
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乾燥まむしウマ抗毒素  ウマ血液  まむしウマ  
抗毒素  

五官……‾‾  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病治療血清  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  

ユーラシアおよび北米系続のH7インフルエンザウイルス  
の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その結果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  
統のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  
し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。   

鳥インフルエン ザ  
日本  

亮育亮廓‾‾‾  ニワトリ発育  Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  

7558－7563  
インフルエンザワクチン  
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